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ご
案
内
の
通
り
、２
０
２
４
年
９
月
16
日
付
で「
新
規

事
業
室
」を
新
設
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
ご
承
知
の
通
り
、国
内
の
鋼
材
需
要
は
日
本

の
人
口
減
少
に
比
例
し
て
市
場
全
体
が
縮
小
す
る
こ
と

は
間
違
い
な
く
、一
定
の
シ
ェ
ア
の
変
動
は
あ
る
に
せ
よ
、

藤
田
金
屬
単
体
の
販
売
数
量
が
減
少
す
る
こ
と
は
、ほ

ぼ
確
定
的
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、重
点
課
題
等
の
達
成
を
通
じ
て
既
存
事

業
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、既
存
と
は
異
な
る
事
業
の
柱
を
つ
く
り

出
し
、新
た
な
収
益
源
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
も
ま
た

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
環
境
背
景
か
ら
、新
規
事
業
の
創
造
を
全

社
で
推
進
す
る
こ
と
を
目
指
し
、「
新
規
事
業
室
」を
新

設
し
ま
し
た
。新
規
事
業
室
で
は
、藤
田
金
屬
の
既
存

領
域
に
と
ら
わ
れ
な
い
、あ
ら
ゆ
る
事
業
の
検
討（
例
え

ば
、Ｂ
to
Ｃ（
個
人
）向
け
の
飲
食
店
や
保
育
所
等
も
含

め
）を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
え
で
、当
室
の
新
設
目
的
を
定
性
的
観
点
か

ら
３
点
で
ま
と
め
て
い
ま
す（
な
お
、定
量
目
標
は
追
っ
て

設
定
す
る
予
定
で
す
）。

　
１
つ
目
は
、「
新
た
な
収
益
源
の
確
保
」で
す
。新
規
事

業
室
を
新
設
す
る
こ
と
で
、既
存
の
事
業
に
依
存
せ
ず

に
新
た
な
市
場
や
顧
客
層
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、収
益
源
を

多
様
化
さ
せ
る
こ
と
が
最
大
の
目
的
で
す
。こ
れ
に
よ

り
、藤
田
金
屬
の
事
業
リ
ス
ク
の
分
散
や
、新
た
な
成
長

機
会
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
」で
す
。新
規
事

業
室
は
、新
し
い
ア
イ
デ
ア
や
仮
説
の
実
験
場
と
し
て
機

能
し
、藤
田
金
屬
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
の
風
土
を
根
づ
か
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
こ
れ
に
よ
り
、当

室
の
み
な
ら
ず
藤
田
全
体
の
競
争
力
を
維
持・向
上
さ

せ
る
た
め
の
、新
し
い
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
を
目
指

し
ま
す
。

　

３
つ
目
は
、「
人
材
育
成
と
組
織
の
柔
軟
性
向
上
」で

す
。新
規
事
業
室
は
、若
手
社
員
や
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
を

育
成
す
る
た
め
の
場
と
し
て
も
機
能
し
、既
存
事
業
と

は
異
な
る
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

事
業
投
資
に
関
す
る
知
識
や
、問
題
解
決
能
力
等
を
磨

く
こ
と
が
で
き
、会
社
全
体
の
人
材
レ
ベ
ル
の
向
上
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

　

社
長
も
よ
く
お
っ
し
ゃっ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、異
な
る

環
境
に
身
を
置
い
て
普
段
し
な
い
体
験
を
す
る
こ
と
は
、

新
し
い
こ
と
を
発
想
す
る
う
え
で
も
重
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。私
自
身
、異
な
る
業
界
の
方
と
話
す
こ
と
で
、こ

れ
ま
で
は
常
識
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
特
定
の
環
境
下

だ
け
で
の
常
識
で
あ
っ
た
と
、気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
が
よ

く
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、世
の
中
全
般
の
常
識
や
前
提
を
見
誤
れ

ば
、知
ら
ぬ
間
に
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
、あ
ら
ゆ
る
選

択
肢
を
無
意
識
的
に
排
除
し
て
し
ま
い
、結
果
的
に
時

代
に
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

そ
う
し
た
考
え
方
に
基
づ
き
新
規
事
業
室
で
は
、室

員
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に「
や
っ
た
こ
と
が
な
い
を
す
る
」を

テ
ー
マ
に
掲
げ
、多
様
な
人
た
ち
と
会
い
、多
様
な
環
境

に
身
を
置
き
な
が
ら
、既
成
概
念
に
捉
わ
れ
な
い
新
し
い

発
想
を
生
み
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

４
名
の
室
員
の
皆
さ
ん
に
は
、１
年
後
に
会
社
に
対
し

て
新
規
事
業
案
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
も
ら
う

予
定
と
し
て
い
ま
す
が
、や
は
り
新
た
な
事
業
を
つ
く
り

出
す
に
は
相
応
の
生
み
の
苦
し
み
が
伴
い
ま
す
。そ
の
中

で
大
切
な
こ
と
は
、新
た
な
取
り
組
み
を
す
る
人
に
対

し
て
、周
囲
が
理
解
や
協
力
的
な
姿
勢
を
示
す
こ
と
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
は
、こ
の
４
名

を
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
で
支
え
つつ
、藤
田
全
体
で
新
た
な

取
り
組
み
を
推
進
す
る
風
土
の
醸
成
に
ご
助
力
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、「
自
分
も
新
規
事
業
に
携
わ

り
た
い
！
」「
こ
ん
な
新
規
事
業
案
が
あ
る
！
」な
ど
の
声

は
大
歓
迎
で
す
の
で
、何
か
あ
れ
ば
室
員
も
し
く
は
私

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。皆
さ
ん
か
ら
の
声
が
あ
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！新

規
事
業
室
長　

今
井 

雄
介
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リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
Ｗ
Ｅ
Ｂ
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
管
理
シ
ス
テ
ム
の
取
り
組
み
に
つい
て
取
材
し
ま
し
た
。

導
入
の
背
景

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
、主
に
作
業
手
順
に
対
す
る
危
険
予
知

を
目
的
と
し
て
お
り
、設
備
自
体
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
不
十
分
で
し
た
。そ
の
た
め
、

設
備
の
安
全
性
を
高
め
る
た
め
に
、潜
在
的
な
リ
ス
ク
を
事
前
に
特
定
し
、予
防
措
置
を
講

じ
る「
設
備
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」の
取
り
組
み
を
新
た
に
開
始
し
ま
し
た
。現
状
分
析
を

進
め
る
中
で
、管
理
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
管
理
シ
ス
テ
ム
を
作
成・導
入
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。

導
入
前
の
現
状

１ 

危
険
源
の
特
定
不
足

従
来
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
作
業
者
の
手
順
に
焦
点
を
当
て
て
お
り
、作
業
手
順
改
善

の
効
果
は
見
ら
れ
ま
し
た
が
、根
本
的
な
危
険
源
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
ま
ま
で
、潜
在
的

な
リ
ス
ク
が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、本
質
的
な
安
全
設
計（
危
険
源
の
除
去
、エ
ネ
ル

ギ
ー
の
制
御
、機
械
構
成
部
品
の
位
置
や
形
状
調
整
、自
動
化
な
ど
）や
、安
全
保
護
対
策

（
固
定
式
ガ
ー
ド
や
保
護
装
置
、非
常
停
止
装
置
、ロッ
ク
ア
ウ
ト
／
タ
グ
ア
ウ
ト
な
ど
）が

不
足
し
て
い
ま
し
た
。

２ 

記
録
の
統
一
性
欠
如

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
記
録
は
各
営
業
店
や
各
部
署
ご
と
に
異
な
る
フ
ォ
ー
マッ
ト
で
作
成

さ
れ
、情
報
整
理
や
比
較
が
難
し
い
状
況
で
し
た
。項
目
や
評
価
基
準
が
統
一
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、リ
ス
ク
の
重
要
度
や
緊
急
度
に
関
す
る
判
断
に
ば
ら
つ
き
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。

３ 

管
理
体
制
と
情
報
共
有
の
限
界

各
担
当
が
自
分
の
パ
ソ
コ
ン
に
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
デ
ー
タ
を
テ
キ
ス
ト
形
式
で
保
管
し
て

い
る
た
め
、全
社
的
な
情
報
共
有
や
傾
向
分
析
、リ
ス
ク
対
策
の
横
展
開
の
機
会
が
限
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

導
入
目
的

１ 

危
険
源
の
特
定

従
来
の「
危
険
作
業
の
改
善
」に
と
ど
ま
ら

ず
、エ
ネ
ル
ギ
ー
が
発
生
す
る
場
所
に
は
必

ず
危
険
源
が
存
在
す
る
と
い
う
視
点
で
リ

ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
し
、設
備
に
潜
む

危
険
源
を
特
定
し
根
本
的
な
リ
ス
ク
排
除

を
目
指
し
ま
す
。

２ 

評
価
基
準
の
統
一

危
険
源
や
設
備
名
称
を
統
一
し
た
項
目

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
作
成
し
、評
価
基
準
を
整

理
す
る
こ
と
で
、リ
ス
ク
の
比
較・共
有
を
容

易
に
し
、リ
ス
ク
評
価
の
客
観
性
・
信
頼
性

を
向
上
さ
せ
ま
す
。

３ 

傾
向
分
析
の
実
施

統
一
フ
ォ
ー
マッ
ト
に
よ
る
デ
ー
タ
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ

上
で
管
理
し
、ド
ロッ
プ
ダ
ウ
ン
形
式
の
入
力

に
よ
り
正
確
な
集
計
を
可
能
に
す
る
こ
と

で
、全
社
的
な
リ
ス
ク
傾
向
分
析
を
実
施
し

ま
す
。過
去
の
傾
向
分
析
デ
ー
タ
を
活
用

し
、予
防
的
な
安
全
管
理
の
強
化
を
目
指

し
ま
す
。

４ 

承
認
ル
ー
ト
の
設
定

所
属
長
が
自
店
の
リ
ス
ク
状
況
を
タ
イ
ム

リ
ー
に
把
握
で
き
る
体
制
を
整
え
、迅
速
な

意
思
決
定
と
対
策
実
施
が
可
能
と
な
る
こ

と
で
、組
織
全
体
で
の
安
全
意
識
向
上
に
つ

な
げ
ま
す
。

期
待
す
る
効
果

本
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
危
険
源
の
見
え
る
化
が

進
み
、設
備
リ
ス
ク
を
よ
り
正
確
に
把
握
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。全
社
員
が
シ
ス
テ
ム
を
閲
覧
で
き

る
こ
と
で
、他
店
の
対
策
状
況
と
の
比
較
が
可
能
に

な
り
、事
業
部
を
超
え
た
情
報
共
有
が
容
易
に
な
り

ま
す
。ま
た
、全
社
的
な
安
全
管
理
体
制
の
向
上
、危

険
源
の
明
確
化
に
よ
る
リ
ス
ク
削
減
、さ
ら
に
は
設
備

投
資
や
生
産
性
向
上
への
貢
献
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

最
後
に

本
当
の
安
全
対
策
を
行
う
た
め
に
は
、従
来
の
考
え

方
か
ら
一
歩
進
ん
で
、根
本
的
な
危
険
源
に
焦
点
を

当
て
た
対
策
へ
の
意
識
改
革
が
必
要
で
す
。リ
ス
ク
ア

セ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
考
え
方
は
、説
明
会
を
通
じ
て

周
知
し
て
い
く
予
定
で
す
。社
員
全
員
が
リ
ス
ク
ア
セ

ス
メ
ン
ト
を
意
識
し
、共
に
安
全
で
健
全
な
職
場
づ
く

り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

＜ 入力フォーム画面 ＞
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育休取得者

支店長からのコメント

　育休期間中、基本的な業務はスムーズに行えましたが、フォロー体制に不備な点があり、イレギュラーな対応に
混乱が生じる場合がありました。営業担当と支店メンバー間での業務引き継ぎや、フォロー時の役割分担を十分に
行っておくことが重要であると再認識しました。 また、良かった点として、育休期間中に東北コイルセンターでの
業務が可能であったことも挙げられると思います。東北コイルセンターには感謝申し上げます。
　我々の世代では考えられなかった制度であり、時代や働き方が変わっていく中で、今後は育休取得が当たり前
になってくると思います。男性が育児を通して有意義な経験ができると考えます。育休取得に対する職場での環境
整備が取得率向上の鍵と考えますので、今後、“安心して育休取得ができる”体制整備を進めたいと思います。

　私たち夫婦は里帰り出産を選択し、妻は宮城県に戻っての出産となりました。
　皆さまのサポートもあり、私は無事、出産の立ち会いも叶いました。また、妻が退院するまでの間は東北コイルセ
ンターで仕事をさせていただきました。受け入れ先の東北コイルセンターの皆さま、変則勤務を承諾していただき
ました事業部の皆さまに、あらためて御礼申し上げます。産後の妻のフォローを近くでできたことは、今後の子育
てにおいても非常に大きな経験だったと思います。
　6月末には産後パパ育休を取得し、家族に会いに行く時間をいただきました。また、妻の里帰り後、9月下旬から
2週間ほど育休を取得しました。育休期間中は月末月初が重なったため、在宅勤務を織り交ぜる形で取得しまし
た。産後パパ育休との分割取得を含め、柔軟に取得することができてありがたかったです。
　育休中は子どものオムツ替えに入浴、寝かしつけなど、いろいろなことにチャレンジしました。一通りのお世話は
できるようになったかなと思います。休暇といっても常に子どもと向き合うため、休める時間はほとんどありませ
ん。それでも毎日が新しい発見の連続で、本当に充実した時間でした。子どもの成長は本当に早く、その瞬間を妻
と共有できたので、育休を取得して本当に良かったと思います。今後取得を検討されている方へ少しでも参考に
なればと思います。

産後パパ育休・育児休業は各家庭の状況に応じて柔軟に組み合わせて取得することが可能です。
取得方法などは、お気軽にお問い合わせください（総務部）

育児休業取得事例のご紹介
育児休業を取得した男性社員の休暇中の過ごし方を育休取得スケジュールと併せてご紹介します。

また、支店長より現場のフォロー体制などについてお聞きました。
す。

5月下旬 6月上旬 10月上旬6月中旬 6月下旬 9月下旬
勤
務
体
系

有休 産後
パパ育休

東北CC
出社（5/28・

5/29） （6/28～
6/30）

（5/30・
5/31）

＜育児休業取得までのスケジュール＞

お子さん誕生（5月下旬） ※一定条件を満たすと育休期間中に就労（本人からの申し出が前提）があっても、育休を分割しなくても良い。条件は勤務日数によって異なる。

産後パパ育休
産後8週間以内に4週間（28日）を限度として2回に分けて
取得できる休業です。

誕生

例1 産後すぐの時期にまとめて取得

里帰りから戻る時期にまとめて取得

産後すぐに1回目を取得し、
期間を空けて2回目を取得

例2

例3

産後8週間

4週間

4週間

2週間 2週間

育児休業
出産予定日または出産日のいずれか早い日から1歳の誕生
日の前日まで取得できる休業です。

出産予定日

例1 1年間まとめて取得

1歳の前日になる前に2カ月間取得

産後すぐに1回目を取得し、期間を
空けて2回目を取得

例2

例3

1歳の誕生日前日

1年間

2カ月

2カ月2カ月

2カ月 1カ月

産後パパ育休と育児休業を組み合わせ分割して取得
誕生

産後パパ育休を分割して取得し、
さらに育児休業を分割して取得

産後8週間 1歳の誕生日前日

2週間 2週間

2024年度男性育児休業取得率 

100％（ ）営業職1名
生産職1名

（6/3～6/10）
有休

育休（9/24～10/8）

在宅勤務
（10/1～10/3）

※
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イベント参加レポート 
～燕三条 工場の祭典2024～

　10月3日～6日の4日間開催された「燕三条 工場の祭典2024」に、燕支店と三条支店が参加しまし
た。来場者数は燕支店131名、三条支店68名、合わせて199名でした。
　今回の祭典でも各支店でノベルティグッズを製作し、来場者へ配布しました。燕支店は二相鋼製の
「箸のようにつかめるトング」、三条支店は鉄を扱う事業部のため、コーティングや塗装をしていない“そ
のままの鉄”にこだわり、キャンプ用の「焚き火台」を製作しました。どちらも、来場された皆さまに大変好
評でした。

＜燕支店ノベルティ／トング＞　 ＜三条支店ノベルティ／焚き火台＞

「レールフェスタ in にいつ2024」に
ブースを出展しました

　10月12日に「にいつまるごと鉄道フェスタ」が開催されました。その中のイベントの１つで、総合車両製
作所新津事業所にて行われた「レールフェスタ in にいつ2024」にブースを出展・参加された担当者より寄
稿していただきました。

　電車部品を製作している地場企業がPRするコーナーにブースを設置しました。当社は、燕支店が納めて
いる電車のボディ部分に使用されるステンレスの薄板や、新潟鋼板センターが納めている台車の部品等を
展示しました。お子さま連れや電車マニアなど、約2,000人がブースに来訪され、実際に部品に触れて「意
外と重たい」「模型作りに使いたい」などの感想とともに、さまざまな反応が見られました。イベント全体の来
場者数は5,000人を超え、大盛況のうちに終了しました。

展示会場の様子 展示品



組織変更のお知らせ

2024年10月1日付の
組織変更をお知らせします。

•薄板事業部 企画室を薄板企画室へ名称変更
•建設建材事業部 広域営業推進室を新設
•新潟支店岩沼出張所を仙台出張所へ名称変更




